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【ショートアブストラクト】

一度の操作で数種類の反応を一挙に行い、複数の結合を構築するドミノ型反応は有
機合成化学における有用な方法論である。本手法は、有機溶媒の使用量の削減や精
製過程の省略化が実現でき、グリーンケミストリーの概念に基づいた反応である。そこ
で、我々は新規ドミノ型反応の開発を目的として、分子内に不飽和結合を有するイミン
類を基質とした反応の開発研究を行った。講演では、ラジカル種または遷移金属触媒
を用いたドミノ型反応の開発経緯を最近の結果も含めて紹介する。
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